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われた「ナノ磁性分子の合成と展開」に関する研究成果をまとめたものである．   
本研究は，研究室のスタッフや学生諸君の他に多くの方々の協力の下に進め  
られたものである．ここに深く感謝の意を表する次第である．  
研究組織   
研究代表者 大塩 寛紀 （筑波大学。数理物質科学研究科。教授）   
研究分担者 二瓶 雅之 （筑波大学。数理物質科学研究科。講師）  
研究経費   
平成15年度 33，000   
平成16年度 3，900   
平成17年度 3，900  
総計  40，800  
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れる新しい物性を探索する。   
2） マンガン酸化物はMn（ⅠⅠⅠ，ⅠⅤ）間の二重交換相互作用による遍歴磁性体  
で、巨大磁気抵抗を示す。我々は、この固体から最小ユニットを取り出す  
ことにより、混合原子価金属イオン間の二重交換相互作用を利用した世界  
最小の微小ナノ磁性分子を合成する。   
3） 巨大局在スピン（ナノ磁性分子）と非局在伝導電子が共存する局在・非  
局在電子共存ナノ磁性分子を合成し、巨大スピンが作る局所磁場と伝導電  
子間の相互作用による磁気抵抗等の新しい物性を探る  







：三座シッフ塩基を架橋配位子とする混合原子価   
MnIIIcuII2核錯体［MnIIIcuII（sap）2Cl（MeOH）］を合成した．この錯体は金属イ   
オン間に強磁性的相互作用（J＝80K）が働きS＝5／2のスピン基底状態を   
持つ高スピン分子である。本錯体の極低温で交流磁化率の測定により，本   
錯体がブロッキング温度0．5Kの単分子磁石であることを明らかにした。  
。リングマグネットの合成：シッフ塩基4座配位子と塩化マンガンや塩化鉄   
との反応により、リング構造やホイール構造をもつ錯体を合成した。ホイ   
ール構造をもつ肋ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ錯体はブロッキング温度1．OKの単分子磁石である．  
－3－   
また，FeIII7リングマグネットは，トンエンルギャップが比較的大きいS＝0  
基底状態をもつ分子であった．   
◎  異核金属錐体の合成法の確立：シッフ塩基と金属イオンの僅かな錯形成定  
数の違いを利用し，一つの配位環境で異なった金属イオンを含む錯体合成  
法を確立した．この方法により，［MnIrI2LnIII2］（Ln＝Gd，Tb，Sm），［MnIrI4LnIII2］   
（Ln＝Gd，Tb，Y），［Mn2Ln。］（Ln＝Tm，Lu），［MnIII2CoII4］や単分子磁石である   
［‰ⅠⅠⅠ2CuII2］（ぶ＝3）［伽工ⅠⅠ2NiII2］（ぶ＝6），［ぬⅠ∫Ⅰ4TbIII2］を合成した・   









ア構造をもつ錯体を合成できることを見出した．   
本研究により，様々な量子物性を示す錯体を合成し，この成呆の一部が  
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